でい るの だ。 或る 三つの 薬品 を、 或る 割合に 配合し、 

或る 濃度に 薄めて、 或る 温度に 保って 置く と、 一番 人 

間の 身体が 溶け やすくなる。 ， J れは 多年 私が 苦心して 

得た ところの 研究であった。 

ほう 

しかし 死体 を抛リ こんだ とて、 砂糖が 湯に 溶ける よ 

うに ズル ズルと 簡単に 溶けて は 呉れない。 相当の 時間 

が 必要で ある。 そして 充分なる 注意と 忍耐と が 要った _ 

例えば、 屍体が 溶けて 濃度が 或る 個所 だけ 濃くな リ過 

ぎる と、 直ぐ その 部分が 変質し て 不 溶解性 の 新 成 物 を 

かくはん むずかし てぎわ 

生ずる。 そこに 攪拌の 六ケ 敷い 手際が 入用 だ。 

「だが、 女房 を 殺す までの こと は 無かった —— 」 



私 は 先刻から、 払いの けても 又 泉の ように 湧き上つ 

てく る 後悔の 念 を どうす る こと も 出来 なくなった。 殺 

すまで は、 どうしても 殺さねば いられない 女房だった 

が、 こうやって 殺して しまう と、 殺す ほどの こと はな 

かった の だとい う 気がする。 その上 この 屍体の 始末の 

手数の かかる こと はどう だ。 警官が 嗅ぎ つけて やって 

くるまでに は 指 一本 残らず、 溶かして しまわね ばなら 

ない。 気のせい か 液体 はだん だんと 白くな つて 来たよ 

うだ。 いよいよ 充分に 溶けて きた ものら しい。 

そのと き、 ホト ホトと 入口 を ノックす る 者が あつた- 

「ちょ つ と 開けて 下さい」 



私 は チェ ッと 舌打ち をした。 

(警官 だナ。 —— ) 

もう ホンの 少しと いうと ころ だ。 今 開けて は 困る。 

黙って いよう。 

私 は 液体 を搔き 廻す 手 を 早めた。 額から 汗が ボタ ボ 

タと 落ちて、 桶の 中に 入る。 私 は 顔 を 横に 曲げた。 

「どうして 開けて くれないので すね、 ちょっと 開けて 

下さい」 

警官の 奴、 気 を 苛々 している ぞ。 何とい つても 開け 

る もの か。 そして この間に、 すっかり 溶かして しまわ 

なくち や。 



す」 

私 は ポロ ポロ 泪を 流しながら、 警官に 訴えた。 桶 

の 中には 白い 液体が 生き物で あるかの ように 独りで 渦 

あか さま 

を 巻いて いる。 しかし その 液体に は 今や 明ら 様に 大き 

い 赤い 塊 —— それ は 女房の 肉塊だった —— がポッ カリ 

と 浮かんで いた。 執念ぶ かい 肉塊だった。 恐ろし さの 

余り、 急に 眼が クラ クラ ッ とした。 そして 意気地な く 

も その 場に 仆れ てし まった。 しかし 尚 も 私 は 叫び つづ 

けた。 

氺氺 * 

「私 は 女房 を 殺す 気 はな か つたので す」 
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